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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツデータと、前記コンテンツデータの誤りを訂正するための、第１の誤り訂正
情報と前記第１の誤り訂正情報とは異なる種類の第２の誤り訂正情報とを有する符号化デ
ータとを含む無線信号を無線送信機から受信する無線通信部と、
　前記無線信号の信号品質に基づいて、前記第１の誤り訂正情報の情報量、および、前記
第２の誤り訂正情報の情報量を前記無線送信機により調整するための情報を取得するよう
に制御を行う制御部と、を備える、無線受信機。
【請求項２】
　前記制御部は、前記無線信号の信号品質に基づいて、前記第１の誤り訂正情報、または
、前記第２の誤り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報量を前記無線送信機に
より増加させるための情報を取得する制御を行うように構成されている、請求項１に記載
の無線受信機。
【請求項３】
　前記制御部は、前記無線信号の符号誤り率に基づいて、前記第１の誤り訂正情報、また
は、前記第２の誤り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報量を前記無線送信機
により変化させるための情報を取得する制御を行うように構成されている、請求項１また
は２に無線受信機。
【請求項４】
　前記制御部は、前記符号誤り率が所定のしきい値以上である場合に、前記第１の誤り訂
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正情報、または、前記第２の誤り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報量を前
記無線送信機により増加させるための情報を取得する制御を行うように構成されている、
請求項３に記載の無線受信機。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の前記符号誤り率と
、前記第２の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の前記符号誤り率とを比較すること
によって、前記符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を前記無線送信機によ
り増加させるとともに、前記第１の誤り訂正情報と前記第２の誤り訂正情報との構成割合
を前記無線送信機により変化させるための情報を取得する制御を行うように構成されてい
る、請求項４に記載の無線受信機。
【請求項６】
　前記制御部は、前記符号化データの情報量を変化させないように、前記第１の誤り訂正
情報の情報量を増加させるとともに前記第２の誤り訂正情報の情報量を減少させた場合の
前記符号誤り率と、前記第１の誤り訂正情報の情報量を減少させるとともに前記第２の誤
り訂正情報の情報量を増加させた場合の前記符号誤り率とを比較することによって、前記
第１の誤り訂正情報と前記第２の誤り訂正情報との構成割合を前記無線送信機により変化
させるための情報を取得する制御を行うように構成されている、請求項５に記載の無線受
信機。
【請求項７】
　前記制御部は、前記符号化データの情報量を変化させないように、前記第１の誤り訂正
情報の情報量を略ゼロにするとともに前記第２の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合
の前記符号誤り率と、前記第２の誤り訂正情報の情報量を略ゼロにするとともに前記第１
の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の前記符号誤り率とを比較することによって、
前記第１の誤り訂正情報と前記第２の誤り訂正情報との構成割合を前記無線送信機により
変化させるための情報を取得する制御を行うように構成されている、請求項６に記載の無
線受信機。
【請求項８】
　複数の前記符号化データを略同時に受信可能な複数のアンテナをさらに備え、
　前記制御部は、前記複数のアンテナによって受信された前記複数の符号化データによる
符号誤り率を比較することにより、前記符号誤り率が最も小さくなる前記符号化データを
前記無線送信機により選択するための情報を取得する制御を行うように構成されている、
請求項１～７のいずれか１項に記載の無線受信機。
【請求項９】
　前記制御部は、取得した、前記第１の誤り訂正情報の情報量および前記第２の誤り訂正
情報の情報量を前記無線送信機により調整するための情報を、前記無線送信機側に通知す
るように構成されている、請求項１～８のいずれか１項に記載の無線受信機。
【請求項１０】
　コンテンツデータと、前記コンテンツデータの誤りを訂正するための、第１の誤り訂正
情報と前記第１の誤り訂正情報とは異なる種類の第２の誤り訂正情報とを有する符号化デ
ータとを含む無線信号を無線受信機に送信する無線通信部と、
　前記無線信号の信号品質に基づき前記無線受信機により取得された、前記第１の誤り訂
正情報の情報量および前記第２の誤り訂正情報の情報量を調整するための情報に基づいて
、前記第１の誤り訂正情報の情報量、および、前記第２の誤り訂正情報の情報量を調整す
るように制御を行う制御部と、を備える、無線送信機。
【請求項１１】
　複数の前記符号化データを略同時に送信可能な複数のアンテナをさらに備え、
　前記制御部は、前記無線信号の信号品質に基づき前記無線受信機により取得された、前
記第１の誤り訂正情報の情報量および前記第２の誤り訂正情報の情報量を調整するための
情報に基づいて、前記複数の符号化データのうち符号誤り率が最も小さくなる前記符号化
データを選択する制御を行うように構成されている、請求項１０記載の無線送信機。
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【請求項１２】
　前記制御部は、前記無線受信機に直接的に前記無線信号を送信する際に、前記無線信号
の送信と併せて、前記第１の誤り訂正情報の情報量および前記第２の誤り訂正情報の情報
量に関する情報を送信するように構成されている、請求項１０または１１に記載の無線送
信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、無線受信機および無線送信機に関し、特に、無線通信部を備えた無線受信
機および無線送信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線通信部を備えた無線送信機および無線送信方法が知られている（たとえば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、無線通信部（チューナ）を備える無線受信機（放送受信装置）が
開示されている。この無線受信機は、放送データと誤り訂正情報とを含む放送信号を受信
する無線通信部（チューナ）と、無線通信部により受信された放送信号を復調する復調回
路と、無線通信部により受信された放送信号の信号レベルに応じて、無線通信部から復調
回路に出力される放送信号のうちの放送データの割合を調整するとともに、放送信号の干
渉を抑制するために放送信号に付加するガードインターバルの幅を調整する制御部とを備
える。また、制御部は、誤り訂正情報の情報量を調整することによって、放送信号のうち
の放送データの割合を調整する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１３８２３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、データ送受信時に発生するエラーとして、複数の種類のエラー（たとえば、デ
ータ送受信時に散発的に発生するランダムエラー、データ送受信時に局所的に発生するバ
ーストエラーなど）がある。また、誤り訂正情報は、エラーの種類によって異なる。そし
て、上記特許文献１では、放送信号受信時のエラーはランダムエラーが支配的である為、
ランダムエラーに効果のある誤り訂正情報を多く含み、エラーの種類によっては、誤り訂
正を適切に行うことができないという問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、複数の種類のエラーに対しても誤り訂正を適切に行うことが可能な無線受信機
および無線送信機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の第１の局面による無線受信機は、コンテンツデータと、コンテンツデータの
誤りを訂正するための、第１の誤り訂正情報と第１の誤り訂正情報とは異なる種類の第２
の誤り訂正情報とを有する符号化データとを含む無線信号を無線送信機から受信する無線
通信部と、無線信号の信号品質に基づいて、第１の誤り訂正情報の情報量、および、第２
の誤り訂正情報の情報量を無線送信機により調整するための情報を取得するように制御を
行う制御部と、を備える。
【０００８】
　この発明の第１の局面による無線受信機では、上記のように、符号化データが、第１の
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誤り訂正情報と、第２の誤り訂正情報とを有していることによって、発生しているエラー
の種類に応じて、第１の誤り訂正情報の情報量、および、第２の誤り訂正情報の情報量を
調整して、発生しているエラーに対して効果的に誤り訂正を行うための情報を取得するこ
とにより、複数の種類のエラーに対しても誤りを適切に訂正することができるので、誤り
訂正を適切に行うことができる。
【０００９】
　上記第１の局面による無線受信機において、好ましくは、制御部は、無線信号の信号品
質に基づいて、第１の誤り訂正情報、または、第２の誤り訂正情報のうちの少なくともい
ずれか一方の情報量を無線送信機により増加させるための情報を取得する制御を行うよう
に構成されている。このように構成すれば、エラーの種類に応じて、第１の誤り訂正情報
、または、第２の誤り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報量を増加させるた
めの情報を取得することにより、複数の種類のエラーに対して、誤り訂正能力を容易に向
上させることができるので、誤り訂正を効果的に行って無線信号の信号品質を有効に改善
させることができる。
【００１０】
　上記第１の局面による無線受信機において、好ましくは、制御部は、無線信号の符号誤
り率に基づいて、第１の誤り訂正情報、または、第２の誤り訂正情報のうちの少なくとも
いずれか一方の情報量を無線送信機により変化させるための情報を取得する制御を行うよ
うに構成されている。ここで、無線信号にノイズ等が混入した場合、符号誤り率に顕著に
影響が出る。したがって、無線信号の符号誤り率に基づいて誤り訂正の制御を行うことに
よって、容易に適切な誤り訂正を行うことができる。
【００１１】
　この場合、好ましくは、制御部は、符号誤り率が所定のしきい値以上である場合に、第
１の誤り訂正情報、または、第２の誤り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報
量を無線送信機により増加させるための情報を取得する制御を行うように構成されている
。このように構成すれば、無線信号の符号誤り率を容易に改善することができる。
【００１２】
　上記符号誤り率が所定のしきい値以上である場合に第１の誤り訂正情報または第２の誤
り訂正情報のうちの少なくともいずれか一方の情報量を増加させるための情報を取得する
無線受信機において、好ましくは、制御部は、第１の誤り訂正情報の情報量を増加させた
場合の符号誤り率と、第２の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比
較することによって、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を無線送信機に
より増加させるとともに、第１の誤り訂正情報と第２の誤り訂正情報との構成割合を無線
送信機により変化させるための情報を取得する制御を行うように構成されている。このよ
うに構成すれば、発生しているエラー（誤り）に対して、第１の誤り訂正情報の情報量を
増加させた場合、または、第２の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合のうちのいずれ
が効果的であるかが判別できるので、誤り訂正能力をさらに容易に向上させることができ
る。
【００１３】
　この場合、好ましくは、制御部は、符号化データの情報量を変化させないように、第１
の誤り訂正情報の情報量を増加させるとともに第２の誤り訂正情報の情報量を減少させた
場合の符号誤り率と、第１の誤り訂正情報の情報量を減少させるとともに第２の誤り訂正
情報の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較することによって、第１の誤り訂正
情報と第２の誤り訂正情報との構成割合を無線送信機により変化させるための情報を取得
する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、符号化データの情報量が
変化しないので、適切な誤り訂正を行いながら、無線信号の受信速度の低下を抑制するこ
とができる。
【００１４】
　上記符号化データの情報量を変化させないように、第１の誤り訂正情報と第２の誤り訂
正情報との構成割合を変化させる無線受信機において、好ましくは、制御部は、符号化デ
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ータの情報量を変化させないように、第１の誤り訂正情報の情報量を略ゼロにするととも
に第２の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の符号誤り率と、第２の誤り訂正情報の
情報量を略ゼロにするとともに第１の誤り訂正情報の情報量を増加させた場合の符号誤り
率とを比較することによって、第１の誤り訂正情報と第２の誤り訂正情報との構成割合を
無線送信機により変化させるための情報を取得する制御を行うように構成されている。こ
のように構成すれば、第１の誤り訂正情報、または、第２の誤り訂正情報のうちのいずれ
か一方が有効なエラー（誤り）のみが発生している場合において、誤り訂正能力をより効
果的に向上させることができる。
【００１５】
　上記第１の局面による無線受信機において、好ましくは、複数の符号化データを略同時
に受信可能な複数のアンテナ（例えば無線ＬＡＮのＭＩＭＯ：Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐ
ｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｕｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔなど）をさらに備え、制御部は、複数のアンテ
ナによって受信された複数の符号化データによる符号誤り率を比較することにより、符号
誤り率が最も小さくなる符号化データを無線送信機により選択するための情報を取得する
制御を行うように構成されている。このように構成すれば、単一のアンテナによって、複
数の符号化データを連続的に受信する場合に比べて、複数のアンテナによって、複数の符
号化データを略同時に受信することができる。その結果、複数の符号化データの符合誤り
率を容易に、かつ、すみやかに比較することができる。
【００１６】
　上記第１の局面による無線受信機において、好ましくは、制御部は、取得した、第１の
誤り訂正情報の情報量および第２の誤り訂正情報の情報量を無線送信機により調整するた
めの情報を、無線送信機側に通知するように構成されている。このように構成すれば、制
御部による情報の取得の完了に起因して、無線送信機側への情報の通知信号を送信するこ
とができるので、制御部による情報の取得の完了と無線送信機側への情報の通知との時間
差が発生するのを抑制することができる。
【００１７】
　この発明の第２の局面による無線送信機は、コンテンツデータと、コンテンツデータの
誤りを訂正するための、第１の誤り訂正情報と第１の誤り訂正情報とは異なる種類の第２
の誤り訂正情報とを有する符号化データとを含む無線信号を無線受信機に送信する無線通
信部と、無線信号の信号品質に基づき無線受信機により取得された、第１の誤り訂正情報
の情報量および第２の誤り訂正情報の情報量を調整するための情報に基づいて、第１の誤
り訂正情報の情報量、および、第２の誤り訂正情報の情報量を調整するように制御を行う
制御部と、を備える。
【００１８】
　この発明の第２の局面による無線送信機では、上記のように、符号化データが、第１の
誤り訂正情報と、第２の誤り訂正情報とを有していることによって、発生しているエラー
の種類に応じて、第１の誤り訂正情報の情報量、および、第２の誤り訂正情報の情報量を
調整して、発生しているエラーに対して効果的に誤り訂正を行うことができる。また、無
線受信機が取得した無線信号の信号品質をフィードバックして、第１の誤り訂正情報の情
報量、および、第２の誤り訂正情報の情報量を調整することによって、適切に誤り訂正を
行うことができる。
【００１９】
　上記第２の局面による無線送信機において、好ましくは、複数の符号化データを略同時
に送信可能な複数のアンテナをさらに備え、制御部は、無線信号の信号品質に基づき無線
受信機により取得された、第１の誤り訂正情報の情報量および第２の誤り訂正情報の情報
量を調整するための情報に基づいて、複数の符号化データのうち符号誤り率が最も小さく
なる符号化データを選択する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、
単一のアンテナによって、複数の符号化データを連続的に送信する場合に比べて、複数の
アンテナによって、複数の符号化データを略同時に送信することができる。その結果、複
数の符号化データをすみやかに送信することができる。
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【００２０】
　上記第２の局面による無線送信機において、好ましくは、制御部は、無線受信機に直接
的に無線信号を送信する際に、無線信号の送信と併せて、第１の誤り訂正情報の情報量お
よび第２の誤り訂正情報の情報量に関する情報を送信するように構成されている。ここで
、無線受信機にルータ等を介して間接的に無線信号を送信する場合、第１の誤り訂正情報
の情報量および第２の誤り訂正情報の情報量に関する情報を無線受信機に通知してから、
ルータ等のアドレス情報を含んだ無線信号の送信を行う。一方で、無線受信機にルータ等
を介さず直接的に無線信号を送信する場合、ルータ等のアドレス情報を無線受信機に送信
する必要がない。したがって、無線受信機にルータ等を介さず直接的に無線信号を送信す
る場合、ルータ等のアドレス情報の代わりに第１の誤り訂正情報の情報量および第２の誤
り訂正情報の情報量に関する情報を含んだ無線信号を送信することによって、無線受信機
にルータ等を介して間接的に無線信号を送信する場合に比べて、無線信号の送信をすみや
かに行うことができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、上記のように、複数の種類のエラーに対しても誤り訂正を適切に行う
ことが可能な無線受信機および無線送信機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１、第２、第４、第５実施形態による無線受信機および無線送信機の
構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の第１～第５実施形態による無線信号の構成を示した図である。
【図３】本発明の第１実施形態による無線信号の構成の変化を説明するための図である。
【図４】本発明の第１、第４実施形態による無線受信機および無線送信機の制御フローを
説明するための図である。
【図５】本発明の第２、第３実施形態による無線信号の構成の変化を説明するための図で
ある。
【図６】本発明の第２、第５実施形態による無線受信機および無線送信機の制御フローを
説明するための図である。
【図７】本発明の第３実施形態による無線受信機および無線送信機の構成を示したブロッ
ク図である。
【図８】本発明の第３実施形態による無線受信機および無線送信機の制御フローを説明す
るための図である。
【図９】本発明の第４実施形態による無線信号の構成の変化を説明するための図である。
【図１０】本発明の第４実施形態による無線信号の受信方法を説明するための図である。
【図１１】本発明の第５実施形態による無線信号の送信方法を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明を具体化した実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２４】
　［第１実施形態］
　まず、図１～図４を参照して、本発明の第１実施形態による無線受信機１００および無
線送信機２００の構成について説明する。
【００２５】
　図１に示すように、無線受信機１００は、受信機側無線通信部１を備える。また、無線
受信機１００には、復調回路２と、デコーダ３と、出力Ｉ／Ｆ（インターフェース）４と
、受信機側制御部５と、メモリ６とが設けられている。なお、受信機側無線通信部１、お
よび、受信機側制御部５は、それぞれ、特許請求の範囲の「無線受信機の無線通信部」お
よび「無線受信機の制御部」の一例である。
【００２６】
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　受信機側無線通信部１は、受信機側アンテナ７に接続されており、受信機側アンテナ７
を介して無線送信機２００からの無線信号を受信するように構成されている。そして、受
信機側無線通信部１は、受信した無線信号を復調回路２に出力するように構成されている
。復調回路２から出力された信号は、デコーダ３および出力Ｉ／Ｆ４を介して、外部の表
示部１０１に送信される。
【００２７】
　また、無線送信機２００は、送信機側無線通信部１０を備える。また、無線送信機２０
０には、エンコーダ１１と、変調回路１２と、送信機側制御部１３と、メモリ１４とが設
けられている。映像・音声データなどのコンテンツデータは、エンコーダ１１、変調回路
１２を介して、送信機側制御部１３に伝達される。なお、送信機側無線通信部１０、およ
び、送信機側制御部１３は、それぞれ、特許請求の範囲の「無線送信機の無線通信部」お
よび「無線送信機の制御部」の一例である。
【００２８】
　送信機側無線通信部１０は、送信機側アンテナ１５に接続されており、送信機側アンテ
ナ１５を介して無線受信機１００へ無線信号を送信するように構成されている。
【００２９】
　ここで、第１実施形態では、無線信号は、デジタル放送信号を含む。この場合、無線受
信機１００は、テレビ、または、ＢＤ（Ｂｌｕ－Ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ）レコー
ダーなどを含む。また、受信機側無線通信部１は、チューナなどを含む。
【００３０】
　図２に示すように、受信機側無線通信部１（図１参照）から復調回路２（図１参照）に
出力される放送信号は、畳み込み符号（Ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｄｅ）化され
ており、コンテンツデータと、符号化データと、ガードインターバルとを含む。なお、符
号化データとは、畳み込み符号化された無線信号が復調される際に誤りが発生するのを抑
制するために無線信号に付加される冗長部分のことである。また、ガードインターバルと
は、無線信号が連続的に複数伝送される場合に、無線信号同士が干渉するのを抑制するた
めに無線信号に付加される冗長部分のことである。また、図２のＬ１、Ｌ２、および、Ｌ
３は、それぞれ、コンテンツデータ、符号化データ、および、ガードインターバルのデー
タ量である。
【００３１】
　図１に示すように、復調回路２は、受信機側無線通信部１から出力された無線信号を復
調してデコーダ３に出力するように構成されている。また、デコーダ３は、復調回路２に
より復調された無線信号をデコード（復号）して出力Ｉ／Ｆ４に出力するように構成され
ている。なお、出力Ｉ／Ｆ４は、デコーダ３から受信した無線信号のうちのコンテンツデ
ータを表示部１０１に出力するように構成されている。また、無線送信機２００は、符号
化率、または、ガードインターバルのデータ量などの設定に変更があった場合には、設定
の変更を無線受信機１００に通知してから、コンテンツデータを無線受信機１００に出力
するように構成されている。なお、表示部１０１は、テレビなどの表示装置を含む。
【００３２】
　また、受信機側制御部５は、無線受信機１００の各部の制御を行うために設けられてい
る。また、メモリ６は、受信機側制御部５により実行される種々のプログラムや、種々の
データを記憶するために設けられている。
【００３３】
　無線送信機２００のエンコーダ１１は、入力されるコンテンツデータを符号化するよう
に構成されている。また、変調回路１２は、エンコーダ１１から出力された信号に基づい
て、搬送波の振幅または周波数、位相を変化させるように構成されている。
【００３４】
　また、送信機側制御部１３は、無線送信機２００の各部の制御を行うために設けられて
いる。また、メモリ１４は、送信機側制御部１３により実行される種々のプログラムや、
種々のデータを記憶するために設けられている。
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【００３５】
　また、送信機側制御部１３は、受信機側無線通信部１により受信された無線信号の信号
品質に応じて、無線信号の符号化率およびガード比を調整する制御を行うように構成され
ている。また、図２に示すように、符号化率とは、畳み込み符号化されたコンテンツデー
タおよび符号化データに対するコンテンツデータの割合であり、Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）で
表される数値である。また、ガード比とは、無線信号のうちの有効な情報を含む部分（コ
ンテンツデータおよび符号化データを含む部分）の情報量（Ｌ１＋Ｌ２）に対するガード
インターバルの情報量（Ｌ３）の割合であり、Ｌ３／（Ｌ１＋Ｌ２）で表される数値であ
る。
【００３６】
　ここで、第１実施形態では、図３に示すように、符号化データは、コンテンツデータの
誤りを訂正するための、第１の誤り訂正情報であるビタビ符号と、第２の誤り訂正情報で
あるリードソロモン符号とにより構成されている。具体的には、符号化データは、ビタビ
符号とリードソロモン符号とが連結した構成となっている。また、受信機側無線通信部１
（図１参照）には、図３（ａ）に示すように、符号化データ全体の情報量Ｌ２に対して、
ビタビ符号の情報量がＬ２ａであり、リードソロモン符号の情報量がＬ２ｂの無線信号が
入力される。また、Ｌ２＝Ｌ２ａ＋Ｌ２ｂである。なお、ビタビ符号、および、リードソ
ロモン符号は、それぞれ、特許請求の範囲の「第１の誤り訂正情報」および「第２の誤り
訂正情報」の一例である。
【００３７】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５は、無線信号の信号品質に基づいて、ビタ
ビ符号の情報量、および、リードソロモン符号の情報量の各々を調整するための情報を取
得するように制御を行う。具体的には、受信機側制御部５は、無線信号の信号品質に基づ
いて、ビタビ符号の情報量を増加させるとともに、リードソロモン符号の情報量を減少さ
せる制御、または、ビタビ符号の情報量を減少させるとともに、リードソロモン符号の情
報量を増加させるための情報を取得するように制御を行う。
【００３８】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５は、無線信号の符号誤り率に基づいて、ビ
タビ符号、および、リードソロモン符号の各々の情報量を変化させるための情報を取得す
る制御を行う。具体的には、受信機側制御部５は、符号誤り率が所定のしきい値以上であ
る場合に、ビタビ符号の情報量を増加させるとともに、リードソロモン符号の情報量を減
少させるか、または、ビタビ符号の情報量を減少させるとともに、リードソロモン符号の
情報量を増加させるための情報を取得する制御を行う。なお、符号誤り率は、特許請求の
範囲の「信号品質」の一例である。
【００３９】
　詳細には、第１実施形態では、受信機側制御部５は、ビタビ符号の情報量を増加させた
場合の符号誤り率と、リードソロモン符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率との比
較を行うことにより、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を増加させると
ともに、ビタビ符号とリードソロモン符号との構成割合を変化させるための情報を取得す
る制御を行う。
【００４０】
　また、受信機側制御部５は、取得した、ビタビ符号の情報量およびリードソロモン符号
を調整するための情報を、無線送信機２００側に通知するように構成されている。具体的
には、受信機側制御部５は、ビタビ符号の情報量を増加させた場合とリードソロモン符号
の情報量を増加させた場合とのうちのいずれが符号誤り率が小さいかを無線送信機２００
側に通知する。
【００４１】
　また、第１実施形態では、送信機側制御部１３は、無線受信機１００が取得した無線信
号の信号品質に関する情報に基づき無線受信機１００により取得された、ビタビ符号の情
報量およびリードソロモン符号の情報量を調整するための情報に基づいて、ビタビ符号の
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情報量およびリードソロモン符号の情報量を調整するように制御を行う。具体的には、送
信機側制御部１３は、無線受信機１００による、ビタビ符号の情報量を増加させた場合の
符号誤り率とリードソロモン符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率との比較結果に
基づいて、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を増加させる制御を行うよ
うに構成されている。
【００４２】
　（無線受信機および無線送信機の制御フロー）
　図１、図３、および、図４を参照して、無線受信機１００および無線送信機２００の制
御フロー（ビタビ符号とリードソロモン符号との構成割合の制御方法）について詳細に説
明する。
【００４３】
　まず、ステップＳ１において、受信機側制御部５は、受信機側アンテナ７を介して受信
機側無線通信部１（図１参照）によって受信された無線信号の符号誤り率が、所定のしき
い値以上か否かを判定する。受信機側制御部５は、符号誤り率が所定のしきい値以上であ
る場合は、無線送信機２００側に符号誤り率が所定のしきい値以上であることを通知し、
ステップＳ２に進む。
【００４４】
　次に、ステップＳ２において、送信機側制御部１３は、ビタビ符号の情報量を増加させ
る。具体的には、無線信号が、図３（ａ）の状態から図３（ｂ）の状態になるように制御
する。すなわち、ビタビ符号の情報量が、Ｌ２ａから、Ｌ２ａよりも大きいＬ２ｃになる
ように制御する。また、この時、リードソロモン符号の情報量は、Ｌ２ｂから、Ｌ２ｂよ
りも小さいＬ２ｄになる。その後、送信機側制御部１３は、設定の変更を無線受信機１０
０側に通知し、ステップＳ３に進む。
【００４５】
　次に、ステップＳ３では、受信機側制御部５は、ステップＳ２においてビタビ符号の情
報量が増加された状態で、符号誤り率を算出する。この時算出された符号誤り率を、メモ
リ６（図１参照）に保存する。その後、受信機側制御部５は、符号誤り率の算出が完了し
たことを、無線送信機２００側に通知し、ステップＳ４に進む。
【００４６】
　次に、ステップＳ４において、送信機側制御部１３は、リードソロモン符号の情報量を
増加させる。具体的には、無線信号が、図３（ｂ）の状態から図３（ｃ）の状態になるよ
うに制御する。すなわち、リードソロモン符号の情報量が、Ｌ２ｄから、Ｌ２ｂよりも大
きいＬ２ｆになるように制御する。また、この時、ビタビ符号の情報量は、Ｌ２ｃから、
Ｌ２ａよりも小さいＬ２ｅになる。その後、送信機側制御部１３は、設定の変更を無線受
信機１００側に通知し、ステップＳ５に進む。
【００４７】
　次に、ステップＳ５では、受信機側制御部５は、ステップＳ４においてリードソロモン
符号の情報量が増加された状態で、符号誤り率を算出する。この時算出された符号誤り率
を、メモリ６（図１参照）に保存する。
【００４８】
　次に、ステップＳ６において、受信機側制御部５は、ステップＳ３およびＳ５の各々に
おいて算出された符号誤り率をメモリ６（図１参照）から読み出すとともに比較し、ステ
ップＳ３において算出した符号誤り率の方が小さいか否かを判定する。ステップＳ３にお
いて算出した符号誤り率の方が小さい場合は、ステップＳ７に進む。また、ステップＳ３
において算出した符号誤り率が、ステップＳ５において算出した符号誤り率以上の場合は
、ステップＳ８に進む。
【００４９】
　ステップＳ７では、受信機側制御部５は、ビタビ符号を優先させるように制御を行う。
その後、受信機側制御部５は、ビタビ符号を優先させることを無線送信機２００側に通知
し、ステップＳ９に進む。
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【００５０】
　ステップＳ８では、受信機側制御部５は、リードソロモン符号を優先させるように制御
を行う。その後、受信機側制御部５は、リードソロモン符号を優先させることを無線送信
機２００側に通知し、ステップＳ９に進む。
【００５１】
　ステップＳ９では、送信機側制御部１３は、ビタビ符号が優先されているか否かを判定
する。ビタビ符号が優先されている場合は、ステップＳ１０に進む。ビタビ符号が優先さ
れていない場合は、ステップＳ１１に進む。
【００５２】
　ステップＳ１０では、送信機側制御部１３は、ビタビ符号の情報量を増加させる。すな
わち、無線信号が、図３（ｂ）の状態になるように制御する。その後、送信機側制御部１
３は、設定の変更を無線受信機１００側に通知し、ステップＳ１２に進む。
【００５３】
　ステップＳ１１では、送信機側制御部１３は、リードソロモン符号の情報量を増加させ
る。すなわち、無線信号が、図３（ｃ）の状態になるように制御する。その後、送信機側
制御部１３は、設定の変更を無線受信機１００側に通知し、ステップＳ１２に進む。
【００５４】
　ステップＳ１２では、受信機側制御部５は、無線送信機２００から送信される無線信号
に合わせて設定を変更する。
【００５５】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５は、符号化データの情報量を変化させない
ように、ビタビ符号の情報量を増加させるとともにリードソロモン符号の情報量を減少さ
せた場合の符号誤り率と、ビタビ符号の情報量を減少させるとともにリードソロモン符号
の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較することによって、ビタビ符号の情報量
とリードソロモン符号の情報量との構成割合を変化させるための情報を取得する制御を行
うように構成されている。具体的には、図３（ｂ）および（ｃ）に示すように、送信機側
制御部１３によって、ビタビ符号の情報量とリードソロモン符号の情報量の合計は、常に
Ｌ２になるように制御されている。詳細には、図３（ａ）の状態から図３（ｂ）の状態に
なった場合に、ビタビ符号の情報量の増加量（Ｌ２ｃ－Ｌ２ａ）は、リードソロモン符号
の情報量の減少量（Ｌ２ｂ－Ｌ２ｄ）と等しい。また、図３（ｂ）の状態から図３（ｃ）
の状態になった場合に、ビタビ符号の情報量の減少量（Ｌ２ｃ－Ｌ２ｅ）は、リードソロ
モン符号の情報量の増加量（Ｌ２ｆ－Ｌ２ｄ）と等しい。なお、ビタビ符号の情報量、お
よび、リードソロモン符号の情報量を変化させた場合において、無線信号の情報量はＬ１
＋Ｌ２＋Ｌ３のまま変化しない。
【００５６】
　（第１実施形態の効果）
　第１実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００５７】
　第１実施形態では、上記のように、コンテンツデータと、コンテンツデータの誤りを訂
正するための、ビタビ符号とビタビ符号とは異なる種類のリードソロモン符号とを有する
符号化データとを含む無線信号を無線送信機２００から受信する受信機側無線通信部１と
、無線信号の信号品質に基づいて、ビタビ符号の情報量、および、リードソロモン符号の
情報量を調整する制御を行う受信機側制御部５と、を備えるように、無線受信機１００を
構成する。これにより、符号化データが、ビタビ符号と、リードソロモン符号とを有して
いることによって、発生しているエラーの種類に応じて、ビタビ符号の情報量、および、
リードソロモン符号の情報量を調整して、発生しているエラーに対して効果的に誤り訂正
を行うための情報を取得することにより、複数の種類のエラーに対しても誤りを適切に訂
正することができるので、誤り訂正を適切に行うことができる。
【００５８】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、無線信号の信号品質に基づいて、ビタ
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ビ符号、または、リードソロモン符号のうちの少なくともいずれか一方の情報量を増加さ
せるための情報を取得する制御を行うように、無線受信機１００を構成する。これにより
、エラーの種類に応じて、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちの少なくとも
いずれか一方の情報量を増加させるための情報を取得することにより、複数の種類のエラ
ーに対して、誤り訂正能力を容易に向上させることができるので、誤り訂正を効果的に行
って無線信号の信号品質を有効に改善させることができる。
【００５９】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、無線信号の符号誤り率に基づいて、ビ
タビ符号、または、リードソロモン符号のうちの少なくともいずれか一方の情報量を変化
させるための情報を取得する制御を行うように、無線受信機１００を構成する。ここで、
無線信号にノイズ等が混入した場合、符号誤り率に顕著に影響が出る。したがって、無線
信号の符号誤り率に基づいて誤り訂正の制御を行うための情報を取得することによって、
容易に適切な誤り訂正を行うことができる。
【００６０】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、符号誤り率が所定のしきい値以上であ
る場合に、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちのいずれか一方の情報量を増
加させるための情報を取得する制御を行うように、無線受信機１００を構成する。これに
より、無線信号の符号誤り率を容易に改善することができる。
【００６１】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、ビタビ符号の情報量を増加させた場合
の符号誤り率と、リードソロモン符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較す
ることによって、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を増加させるととも
に、ビタビ符号とリードソロモン符号との構成割合を変化させるための情報を取得する制
御を行うように、無線受信機１００を構成する。これにより、発生しているエラー（誤り
）に対して、ビタビ符号の情報量を増加させた場合、または、リードソロモン符号の情報
量を増加させた場合のうちのいずれが効果的であるかが判別できるので、誤り訂正能力を
さらに容易に向上させることができる。
【００６２】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、符号化データの情報量を変化させない
ように、ビタビ符号の情報量を増加させるとともにリードソロモン符号の情報量を減少さ
せた場合の符号誤り率と、ビタビ符号の情報量を減少させるとともにリードソロモン符号
の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較することによって、ビタビ符号とリード
ソロモン符号との構成割合を変化させるための情報を取得する制御を行うように、無線受
信機１００を構成する。これにより、符号化データの情報量が変化しないので、適切な誤
り訂正を行いながら、無線信号の受信速度の低下を抑制することができる。
【００６３】
　また、第１実施形態では、無線信号が、デジタル放送信号を含むように、無線受信機１
００を構成する。これにより、デジタル放送による無線通信において、誤り訂正を適切に
行うことができる。
【００６４】
　また、第１実施形態では、無線信号がデジタル放送信号を含む場合に、第１の誤り訂正
情報が、ビタビ符号を含むとともに、第２の誤り訂正情報が、リードソロモン符号を含む
ように、無線受信機１００を構成する。ここで、デジタル放送において、ビタビ符号はラ
ンダムエラーに対して有効であるとともに、リードソロモン符号はバーストエラーに対し
て有効である。したがって、第１の誤り訂正情報がビタビ符号を含むとともに、第２の誤
り訂正情報がリードソロモン符号を含むことによって、デジタル放送におけるランダムエ
ラーとバーストエラーとの両方に対する誤り訂正能力を容易に適切化することができる。
【００６５】
　また、第１実施形態では、受信機側制御部５が、取得した、ビタビ符号の情報量および
リードソロモン符号の情報量を調整するための情報を、無線送信機２００側に通知するよ
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うに、無線受信機１００を構成する。これにより、受信機側制御部５による情報の取得の
完了に起因して、無線送信機２００側への情報の通知信号を送信することができるので、
受信機側制御部５による情報の取得の完了と無線送信機２００側への情報の通知との時間
差が発生するのを抑制することができる。
【００６６】
　また、第１実施形態では、無線信号を無線受信機１００に送信する送信機側無線通信部
１０と、無線信号の信号品質に基づき無線受信機１００により取得された、ビタビ符号の
情報量およびリードソロモン符号の情報量を調整するための情報に基づいて、ビタビ符号
の情報量、および、リードソロモン符号の情報量を調整するように制御を行う送信機側制
御部１３と、を備えるように、無線送信機２００を構成する。これにより、無線受信機１
００が取得した無線信号の信号品質をフィードバックして、ビタビ符号の情報量、および
、リードソロモン符号の情報量を調整することによって、適切に誤り訂正を行うことがで
きる。
【００６７】
　［第２実施形態］
　次に、図１、図５、および、図６を参照して、第２実施形態による無線受信機３００お
よび無線送信機４００の構成について説明する。この第２実施形態における無線受信機３
００および無線送信機４００は、第１実施形態と異なり、第１の誤り訂正情報または第２
の誤り訂正情報のうちのいずれか一方の情報量をゼロにするように構成されている。なお
、図中において上記第１実施形態と同様の構成の部分には、同一の符号を付している。
【００６８】
　第２実施形態では、無線信号は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
）による信号を含む。この場合、無線受信機３００（図１参照）、および、無線送信機４
００（図１参照）は、スマートフォン、または、ＰＣなどを含む。また、無線受信機３０
０は、図示しないルータを介したＷｉＦｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（登録
商標））によって、無線送信機４００に接続されている。
【００６９】
　また、第２実施形態では、図５に示すように、符号化データは、コンテンツデータの誤
りを訂正するための、第１の誤り訂正情報であるビタビ符号と、第２の誤り訂正情報であ
るＬＤＰＣ（Ｌｏｗ－Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｐａｒｉｔｙ－Ｃｈｅｃｋ）符号とを含む。具体
的には、無線送信機４００（図１参照）は、誤り訂正情報として、ビタビ符号、または、
ＬＤＰＣ符号のうちのいずれかを選択することが可能に構成されている。なお、ビタビ符
号、および、ＬＤＰＣ符号は、それぞれ、特許請求の範囲の「第１の誤り訂正情報」およ
び「第２の誤り訂正情報」の一例である。
【００７０】
　また、第２実施形態では、受信機側制御部２５は、ビタビ符号の情報量を略ゼロにする
とともにＬＤＰＣ符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率と、ＬＤＰＣ符号の情報量
を略ゼロにするとともにビタビ符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較する
。これにより、ビタビ符号とＬＤＰＣ符号との構成割合を変化させるための情報を取得す
る。
【００７１】
　（無線受信機および無線送信機の制御フロー）
　図１、図５、および、図６を参照して、無線受信機３００および無線送信機４００の制
御フロー（ビタビ符号とＬＤＰＣ符号との構成割合の制御方法）について詳細に説明する
。
【００７２】
　図６に示すように、まず、ステップＳ２１において、受信機側制御部２５は、受信機側
アンテナ７（図１参照）を介して受信機側無線通信部２１（図１参照）によって受信され
た無線信号（図５（ａ）参照）の符号誤り率が、所定のしきい値以上か否かを判定する。
符号誤り率が所定のしきい値以上である場合は無線送信機４００側に符号誤り率が所定の
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しきい値以上であることを通知し、ステップＳ２２に進む。なお、この時算出された符号
誤り率をメモリ６（図１参照）に保存する。なお、受信機側無線通信部２１、および、受
信機側制御部２５は、それぞれ、特許請求の範囲の「無線受信機の無線通信部」および「
無線受信機の制御部」の一例である。
【００７３】
　次に、ステップＳ２２において、送信機側制御部２３は、ビタビ符号の情報量をゼロに
減少させる。具体的には、送信機側アンテナ１５（図１参照）を介して送信機側無線通信
部２０（図１参照）によって送信される無線信号を、図５（ａ）の状態から図５（ｂ）の
状態になるように制御する。すなわち、ビタビ符号の情報量を、Ｌ２から、ゼロになるよ
うに制御するとともに、ＬＤＰＣ符号の情報量を、ゼロから、Ｌ２になるように制御する
。その後、送信機側制御部２３は、設定の変更を無線受信機３００側に通知し、ステップ
Ｓ３に進む。なお、送信機側無線通信部２０、および、送信機側制御部２３は、それぞれ
、特許請求の範囲の「無線送信機の無線通信部」および「無線送信機の制御部」の一例で
ある。
【００７４】
　次に、ステップＳ２３では、受信機側制御部２５は、ステップＳ２２においてビタビ符
号の情報量がゼロに減少された状態で、符号誤り率を算出する。また、この時算出された
符号誤り率を、メモリ６（図１参照）に保存する。
【００７５】
　次に、ステップＳ２４では、受信機側制御部２５は、ステップＳ２１およびＳ２３の各
々において算出された符号誤り率をメモリ６（図１参照）から読み出すとともに比較し、
ステップＳ２１において算出した符号誤り率（ＬＤＰＣ符号の情報量がゼロの場合の符号
誤り率）の方が小さいか否かを判定する。ステップＳ２１において算出した符号誤り率の
方が小さい場合は、ステップＳ２５に進む。また、ステップＳ２１において算出した符号
誤り率が、ステップＳ２３において算出した符号誤り率（ビタビ符号の情報量がゼロの場
合の符号誤り率）以上の場合は、ステップＳ２６に進む。
【００７６】
　ステップＳ２５では、受信機側制御部２５は、誤り訂正情報として、ビタビ符号を選択
する。その後、ビタビ符号を選択したことを、無線送信機４００側に通知し、ステップＳ
２７に進む。
【００７７】
　ステップＳ２６では、受信機側制御部２５は、誤り訂正情報として、ＬＤＰＣ符号を選
択する。その後、ＬＤＰＣ符号を選択したことを、無線送信機４００側に通知し、ステッ
プＳ２７に進む。
【００７８】
　ステップＳ２７では、送信機側制御部２３は、受信機側制御部２５がビタビ符号を選択
したか否かを判定する。受信機側制御部２５がビタビ符号を選択した場合は、ステップＳ
２８に進み、受信機側制御部２５がＬＤＰＣ符号を選択した場合は、ステップＳ２９に進
む。
【００７９】
　ステップＳ２８では、送信機側制御部２３は、無線受信機３００に送信する無線信号を
、図５（ａ）の状態に設定する。その後、設定変更を行ったことを無線受信機３００側に
通知し、ステップＳ３０に進む。
【００８０】
　ステップＳ２９では、送信機側制御部２３は、無線受信機３００に送信する無線信号を
、図５（ｂ）の状態に設定する。その後、設定変更を行ったことを無線受信機３００側に
通知し、ステップＳ３０に進む。
【００８１】
　ステップＳ３０では、受信機側制御部２５は、無線送信機４００から送信される無線信
号に合わせて設定を変更する。
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【００８２】
　第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００８３】
　（第２実施形態の効果）
　第２実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００８４】
　第２実施形態では、上記のように、受信機側制御部２５が、符号化データの情報量を変
化させないように、ビタビ符号の情報量を略ゼロにするとともにＬＤＰＣ符号の情報量を
増加させた場合の符号誤り率と、ＬＤＰＣ符号の情報量を略ゼロにするとともにビタビ符
号の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較することにより、ビタビ符号とＬＤＰ
Ｃ符号との構成割合を変化させるための情報を取得する制御を行うように、無線受信機３
００を構成する。これにより、ビタビ符号、または、ＬＤＰＣ符号のうちのいずれか一方
が有効なエラー（誤り）のみが発生している場合において、誤り訂正能力をより効果的に
向上させることができる。
【００８５】
　また、第２実施形態では、無線信号が、無線ＬＡＮによる信号を含むように、無線受信
機３００を構成する。これにより、無線ＬＡＮによる無線通信において、誤り訂正を適切
に行うことができる。
【００８６】
　また、第２実施形態では、無線信号が無線ＬＡＮによる信号を含む場合に、第１の誤り
訂正情報が、ビタビ符号を含むとともに、第２の誤り訂正情報が、ＬＤＰＣ符号を含むよ
うに、無線受信機３００を構成する。ここで、無線ＬＡＮにおいて、ビタビ符号はランダ
ムエラーに対して有効であるとともに、ＬＤＰＣ符号はバーストエラーに対して有効であ
る。したがって、第１の誤り訂正情報がビタビ符号を含むとともに、第２の誤り訂正情報
がＬＤＰＣ符号を含むことによって、無線ＬＡＮにおけるランダムエラーとバーストエラ
ーとの両方に対する誤り訂正能力を容易に適切化することができる。
【００８７】
　なお、第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００８８】
　［第３実施形態］
　次に、図５、図７、および、図８を参照して、第３実施形態による無線受信機５００お
よび無線送信機６００の構成について説明する。この第３実施形態における無線受信機５
００および無線送信機６００は、第１および第２実施形態とは異なり、無線信号を送受信
するアンテナを２つずつ備えている。なお、図中において上記第２実施形態と同様の構成
の部分には、同一の符号を付している。
【００８９】
　第３実施形態では、図７に示すように、無線受信機５００は、複数の符号化データを略
同時に受信可能な複数の受信機側アンテナ１７（例えば無線ＬＡＮのＭＩＭＯ：Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｕｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔなど）を備えている。具体的
には、無線受信機５００は、第１受信機側アンテナ１７ａと第２受信機側アンテナ１７ｂ
とを備えている。また、第１受信機側アンテナ１７ａ、および、第２受信機側アンテナ１
７ｂは、それぞれが独立して無線信号を受信するように構成されている。また、第１受信
機側アンテナ１７ａによる受信と、第２受信機側アンテナ１７ｂによる受信とは並列的に
行われている。なお、受信機側アンテナ１７、第１受信機側アンテナ１７ａ、および、第
２受信機側アンテナ１７ｂは、特許請求の範囲の「無線受信機のアンテナ」の一例である
。
【００９０】
　受信機側無線通信部３１は、受信機側無線通信部３１ａと受信機側無線通信部３１ｂと
を含む。受信機側無線通信部３１ａは、第１受信機側アンテナ１７ａに接続されている。
また、受信機側無線通信部３１ｂは、第２受信機側アンテナ１７ｂに接続されている。な
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お、受信機側無線通信部３１、受信機側無線通信部３１ａ、および、受信機側無線通信部
３１ｂは、特許請求の範囲の「無線受信機の無線通信部」の一例である。
【００９１】
　復調回路２２は、第１復調回路２２ａと第２復調回路２２ｂとを含む。受信機側無線通
信部３１ａからの無線信号は、第１復調回路２２ａにより復調され、デコーダ３に送られ
る。また、受信機側無線通信部３１ｂからの無線信号は、第２復調回路２２ｂにより復調
され、デコーダ３に送られる。
【００９２】
　無線送信機６００は、複数の符号化データを略同時に送信可能な複数の送信機側アンテ
ナ３５を備えている。具体的には、無線送信機６００は、第１送信機側アンテナ３５ａと
第２送信機側アンテナ３５ｂとを備えている。また、第１送信機側アンテナ３５ａ、およ
び、第２送信機側アンテナ３５ｂは、それぞれが独立して無線信号を送信するように構成
されている。また、第１送信機側アンテナ３５ａによる送信と、第２送信機側アンテナ３
５ｂによる送信とは並列的に行われている。なお、送信機側アンテナ３５、第１送信機側
アンテナ３５ａ、および、第２送信機側アンテナ３５ｂは、特許請求の範囲の「無線送信
機のアンテナ」の一例である。
【００９３】
　送信機側無線通信部３０は、送信機側無線通信部３０ａと送信機側無線通信部３０ｂと
を含む。送信機側無線通信部３０ａは、第１送信機側アンテナ３５ａに接続されている。
また、送信機側無線通信部３０ｂは、第２送信機側アンテナ３５ｂに接続されている。な
お、送信機側無線通信部３０、送信機側無線通信部３０ａ、および、送信機側無線通信部
３０ｂは、特許請求の範囲の「無線送信機の無線通信部」の一例である。
【００９４】
　変調回路３２は、第１変調回路３２ａと第２変調回路３２ｂとを含む。第１変調回路３
２ａにより変調された無線信号は送信機側無線通信部３０ａに送られる。また、第２変調
回路３２ｂにより変調された無線信号は送信機側無線通信部３０ｂに送られる。そして、
送信機側無線通信部３０ａと受信機側無線通信部３１ａとの間において無線信号が送受信
される。また、送信機側無線通信部３０ｂと受信機側無線通信部３１ｂとの間において無
線信号が送受信される。
【００９５】
　ここで、第３実施形態では、受信機側制御部４５は、複数の受信機側アンテナ１７によ
って受信された複数の符号化データによる符号誤り率を比較する。これにより、符号誤り
率が最も小さくなる符号化データを選択するための情報を取得する制御を行うように構成
されている。なお、受信機側制御部４５は、特許請求の範囲の「無線受信機の制御部」の
一例である。
【００９６】
　また、第３実施形態では、送信機側制御部３３は、無線信号の信号品質に基づき無線受
信機５００により取得された、ビタビ符号の情報量およびＬＤＰＣ符号の情報量を調整す
るための情報に基づいて、複数の符号化データのうち符号誤り率が最も小さくなる符号化
データを選択する制御を行うように構成されている。すなわち、送信機側制御部３３は、
受信機側制御部４５による複数の符号化データの符号誤り率の比較結果に基づいて、符号
誤り率が最も小さくなる符号化データを選択する。なお、送信機側制御部３３は、特許請
求の範囲の「無線送信機の制御部」の一例である。
【００９７】
　（無線受信機および無線送信機の制御フロー）
　図５、図７、および、図８を参照して、無線受信機５００および無線送信機６００の制
御フロー（符号化データの制御方法）について詳細に説明する。
【００９８】
　図８に示すように、まず、ステップＳ３１において、受信機側制御部４５は、第１受信
機側アンテナ１７ａ（図７参照）を介して受信機側無線通信部３１ａ（図７参照）に受信
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された無線信号（図５（ａ）参照）の符号誤り率、および、第２受信機側アンテナ１７ｂ
（図７参照）を介して受信機側無線通信部３１ｂに受信された無線信号（図５（ｂ）参照
）の符号誤り率の各々が、所定のしきい値以上か否かを判定する。各々の符号誤り率が所
定のしきい値以上である場合は、ステップＳ３２に進む。なお、この時算出された各符号
誤り率をメモリ６（図７参照）に保存する。
【００９９】
　次に、ステップＳ３２では、受信機側制御部４５は、第１受信機側アンテナ１７ａ（図
７参照）を介して受信機側無線通信部３１ａ（図７参照）に受信された無線信号の符号誤
り率と、第２受信機側アンテナ１７ｂ（図７参照）を介して受信機側無線通信部３１ｂに
受信された無線信号の符号誤り率とをメモリ６（図７参照）から読み出すとともに比較し
、第１受信機側アンテナ１７ａを介して受信された無線信号の符号誤り率の方が小さいか
否かを判定する。第１受信機側アンテナ１７ａを介して受信された無線信号の符号誤り率
の方が小さい場合は、ステップＳ３３に進む。また、第１受信機側アンテナ１７ａを介し
て受信された無線信号の符号誤り率が、第２受信機側アンテナ１７ｂを介して受信された
無線信号の符号誤り率以上の場合は、ステップＳ３４に進む。
【０１００】
　ステップＳ３３では、受信機側制御部４５は、第１受信機側アンテナ１７ａ（図７参照
）を介して受信された無線信号を優先する。その後、第１受信機側アンテナ１７ａを優先
したことを、無線送信機６００側に通知し、ステップＳ３５に進む。
【０１０１】
　ステップＳ３４では、受信機側制御部４５は、第２受信機側アンテナ１７ｂ（図７参照
）を介して受信された無線信号を優先する。その後、第２受信機側アンテナ１７ｂを優先
したことを、無線送信機６００側に通知し、ステップＳ３５に進む。
【０１０２】
　ステップＳ３５では、送信機側制御部３３は、第１受信機側アンテナ１７ａ（図７参照
）を介して受信された無線信号を優先するという通知があったか否かを判定する。第１受
信機側アンテナ１７ａを介して受信された無線信号を優先するという通知があった場合は
、ステップＳ３６に進む。第１受信機側アンテナ１７ａを介して受信された無線信号を優
先するという通知がない場合は、ステップＳ３７に進む。
【０１０３】
　ステップＳ３６では、送信機側制御部３３は、第２送信機側アンテナ３５ｂ（図７参照
）により送信されている無線信号の符号化データの構成を、第１送信機側アンテナ３５ａ
（図７参照）により送信されている無線信号の符号化データの構成に変更するように制御
する。すなわち、第２送信機側アンテナ３５ｂにより送信されている無線信号の、ＬＤＰ
Ｃ符号の情報量をＬ２からゼロにするとともに、ビタビ符号の情報量をゼロからＬ２にす
る。
【０１０４】
　ステップＳ３７では、送信機側制御部３３は、第１送信機側アンテナ３５ａ（図７参照
）を介して受信された無線信号の符号化データの構成を、第２送信機側アンテナ３５ｂ（
図７参照）を介して受信された無線信号の符号化データの構成に変更するように制御する
。すなわち、第１送信機側アンテナ３５ａを介して受信された無線信号の、ビタビ符号の
情報量をＬ２からゼロにするとともに、ＬＤＰＣ符号の情報量をゼロからＬ２にする。
【０１０５】
　ステップＳ３８では、受信機側制御部４５は、無線送信機６００から送信される無線信
号に合わせて設定を変更する。
【０１０６】
　第３実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【０１０７】
　（第３実施形態の効果）
　第３実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
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【０１０８】
　第３実施形態では、上記のように、複数の符号化データを略同時に受信可能な複数の受
信機側アンテナ１７をさらに備え、受信機側制御部４５が、複数の受信機側アンテナ１７
によって受信された複数の符号化データによる符号誤り率を比較することにより、符号誤
り率が最も小さくなる符号化データを選択するための情報を取得する制御を行うように、
無線受信機５００を構成する。これにより、単一のアンテナによって、複数の無線信号（
符号化データ）を連続的に受信する場合に比べて、複数の受信機側アンテナ１７によって
、複数の無線信号（符号化データ）を略同時に受信することができる。その結果、複数の
無線信号（符号化データ）の符合誤り率を容易に、かつ、すみやかに比較することができ
る。
【０１０９】
　また、第３実施形態では、上記のように、複数の符号化データを略同時に送信可能な複
数の送信機側アンテナ３５をさらに備え、送信機側制御部３３は、無線信号の信号品質に
基づき無線受信機５００により取得された、ビタビ符号の情報量およびＬＤＰＣ符号の情
報量を調整するための情報に基づいて、複数の符号化データのうち符号誤り率が最も小さ
くなる符号化データを選択する制御を行うように、無線送信機６００を構成する。このよ
うに構成すれば、単一のアンテナによって、複数の符号化データを連続的に送信する場合
に比べて、複数の送信機側アンテナ３５によって、複数の符号化データを略同時に送信す
ることができる。その結果、複数の符号化データをすみやかに送信することができる。
【０１１０】
　なお、第３実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【０１１１】
　［第４実施形態］
　次に、図１、図９、および、図１０を参照して、第４実施形態による無線受信機７００
および無線送信機８００の構成について説明する。この第４実施形態における無線受信機
７００および無線送信機８００は、第１実施形態とは異なり、符号化データの制御をする
とともに、コンテンツデータの一部を制御するように構成されている。なお、図中におい
て上記第１実施形態と同様の構成の部分には、同一の符号を付している。
【０１１２】
　図９に示すように、コンテンツデータには、映像の輝度を表す輝度データと、映像の色
彩を表す色彩データとが含まれる。
【０１１３】
　ここで、第４実施形態では、受信機側制御部５５（図１参照）は、コンテンツデータと
符号化データとの合計の情報量が変化しないように、色彩データの一部を間引くことによ
って色彩データの情報量を減少させた場合において、ビタビ符号の情報量を増加させた場
合の符号誤り率と、リードソロモン符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較
する。これにより、受信機側制御部５５は、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の
情報量を増加させるとともに、ビタビ符号とリードソロモン符号との構成割合を変化させ
るための情報を取得する制御を行う。具体的には、送信機側制御部４３は、受信機側制御
部５５による比較結果に基づいて、色彩データの情報量を減少させるとともに、ビタビ符
号またはリードソロモン符号の情報量を増加させる。たとえば、送信機側制御部４３は、
無線信号を、図９（ａ）の状態から図９（ｂ）の状態にする際に、色彩データの情報量を
減少させるとともに、色彩データの情報量の減少量と同じ量だけビタビ符号の情報量を増
加させるように制御する。また、送信機側制御部４３は、無線信号を、図９（ａ）の状態
から図９（ｃ）の状態にする際に、色彩データの情報量を減少させるとともに、色彩デー
タの情報量の減少量と同じ量だけリードソロモン符号の情報量を増加させるように制御す
る。
【０１１４】
　また、第４実施形態では、送信機側制御部４３は、（図１参照）は、色彩データの略半
分を間引く制御を行う。具体的には、図９（ａ）の状態から図９（ｂ）、または、図９（
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ｃ）の状態にする際に、色彩データの情報量を、Ｌ１ａからＬ１ａ／２にする。
【０１１５】
　すなわち、図９（ａ）の状態から図９（ｂ）の状態にする際に、ビタビ符号の情報量は
、Ｌ２ａからＬ２ａ＋Ｌ１ａ／２になる。この場合、リードソロモン符号の情報量はＬ２
ｂのままである。また、図９（ａ）の状態から図９（ｃ）の状態にする際に、リードソロ
モン符号の情報量は、Ｌ２ｂからＬ２ｂ＋Ｌ１ａ／２になる。この場合、ビタビ符号の情
報量はＬ２ａのままである。
【０１１６】
　また、第４実施形態では、送信機側制御部４３（図１参照）は、輝度データの情報量を
変化させないように制御を行う。具体的には、無線信号を、図９（ａ）の状態から図９（
ｂ）の状態、または、図９（ｃ）の状態にする際に、コンテンツデータの情報量は、色彩
データの減少量と同じ量だけ減少する。すなわち、コンテンツデータの情報量は、Ｌ１か
ら、Ｌ１－Ｌ１ａ／２に減少する。
【０１１７】
　また、第４実施形態では、図１０に示すように、送信機側制御部４３（図１参照）は、
送信機側無線通信部４０（図１参照）によって所定の単位毎に連続的に送信される色彩デ
ータのうち、間引きを行う場合と、間引きを行わない場合とを交互に繰り返す制御を行う
。具体的には、送信機側無線通信部４０によって、色彩データが間引かれていない所定の
単位の無線信号を送信した後に、色彩データが間引かれている所定の単位の無線信号を送
信することが、コンテンツデータの全てのデータを送信するまで繰り返される。この場合
、送信機側制御部４３は、間引かれた色彩データと同じ量だけビタビ符号、または、リー
ドソロモン符号（図１０ではビタビ符号）の情報量を増加させる。
【０１１８】
　第４実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【０１１９】
　（第４実施形態の効果）
　第４実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【０１２０】
　第４実施形態では、上記のように、コンテンツデータが、映像の輝度を表す輝度データ
と、映像の色彩を表す色彩データとを含み、受信機側制御部５５が、コンテンツデータと
符号化データとの合計の情報量が変化しないように、色彩データの一部を間引くことによ
って色彩データの情報量を減少させた場合において、ビタビ符号の情報量を増加させた場
合の符号誤り率と、リードソロモン符号の情報量を増加させた場合の符号誤り率とを比較
することにより、符号誤り率が小さくなる方の誤り訂正情報の情報量を増加させるととも
に、ビタビ符号とリードソロモン符号との構成割合を変化させるための情報を取得する制
御を行うように、無線受信機７００を構成する。ここで、人間の目は、色彩の変化に対し
て鈍感である。したがって、コンテンツデータと符号化データとの合計の情報量が変化し
ないように、色彩データを間引くとともに、ビタビ符号、または、リードソロモン符号の
うちの少なくともいずれか一方の情報量を増加させることによって、無線信号の受信速度
の低下、および、人間が視認可能な映像の変化の各々を抑制しながら、誤り訂正能力を向
上させることができる。
【０１２１】
　また、第４実施形態では、上記のように、送信機側制御部４３が、コンテンツデータと
符号化データとの合計の情報量が変化しないように、色彩データの一部を間引くことによ
って色彩データの情報量を減少させるとともに、ビタビ符号、または、リードソロモン符
号のうちの少なくともいずれか一方の情報量を増加させる制御を行うように、無線送信機
８００を構成する。これにより、コンテンツデータと符号化データとの合計の情報量が変
化しないので、無線信号の送信速度の低下を抑制することができる。
【０１２２】
　また、第４実施形態では、上記のように、送信機側制御部４３が、色彩データの略半分
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を間引く制御を行うように、無線送信機８００を構成する。ここで、色彩データの半分程
度の間引きまでなら、人間の目には映像の変化が視認され難い。したがって、色彩データ
の略半分を間引くことによって、人間が視認可能な映像の変化を抑制しながら、誤り訂正
能力をさらに向上させることができる。
【０１２３】
　また、第４実施形態では、上記のように、送信機側制御部４３が、送信機側無線通信部
４０によって所定の単位毎に連続的に送信される無線信号のうち、色彩データの間引きを
行う場合と、色彩データの間引きを行わない場合とを交互に繰り返す制御を行うように、
無線送信機８００を構成する。これにより、色彩データの間引きが行われている所定の単
位の無線信号が連続して送信されることがないので、人間が視認可能な映像の変化を容易
に抑制することができる。
【０１２４】
　また、第４実施形態では、上記のように、送信機側制御部４３が、輝度データの情報量
を変化させないように制御を行うように、無線送信機８００を構成する。ここで、人間の
目は、輝度の変化に対して敏感である。したがって、輝度データの情報量を変化させない
ことによって、人間が視認する映像の変化を効果的に抑制することができる。
【０１２５】
　なお、第４実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【０１２６】
　［第５実施形態］
　次に、図１１を参照して、第５実施形態による無線送信機９００の構成について説明す
る。この第５実施形態における無線送信機９００は、無線受信機３００に対して、符号化
率などの設定の変更を通知してからデータを送信する第２実施形態とは異なり、符号化率
などの設定の変更の通知とデータ送信とを同時に行うように構成されている。なお、図中
において上記第２実施形態と同様の構成の部分には、同一の符号を付している。
【０１２７】
　第５実施形態では、送信機側制御部５３（図１参照）は、無線受信機３００（図１参照
）に直接的に無線信号を送信する際に、無線信号の送信と併せて、ビタビ符号の情報量お
よびＬＤＰＣ符号の情報量に関する情報を送信するように構成されている。この場合、無
線送信機９００（図１参照）は、ルータを介さずに、ＷｉＦｉ－Ｄｉｒｅｃｔによって無
線受信機３００に接続されている。なお、送信機側制御部５３は、特許請求の範囲の「無
線送信機の制御部」の一例である。
【０１２８】
　図１１に示すように、ＩＥＥＥ８０２．１１フレーム（無線ＬＡＮフレーム）フォーマ
ットはＰＬＣＰプリアンブル、ＰＣＬＰヘッダ、および、ＭＡＣフレームにより構成され
ている。また、ＭＡＣフレームは、ＩＥＥＥ８０２．１１ヘッダ、データ、および、ＦＣ
Ｓにより構成されている。
【０１２９】
　また、ＩＥＥＥ８０２．１１ヘッダは、フレームコントロール、Ｄｕｒａｔｉｏｎ　Ｉ
Ｄ、アドレス１～４、および、シーケンスコントロールにより構成されている。ここで、
ルータを介して無線受信機３００（図１参照）と接続される場合には、アドレス４にルー
タのアドレスを入れる必要がある。また、ルータを介さずに、ＷｉＦｉ－Ｄｉｒｅｃｔに
より接続する場合は、送信機側制御部５３（図１参照）は、アドレス４にルータのアドレ
スを入れる必要がないので、アドレス４にビタビ符号の情報量、および、ＬＤＰＣ符号の
情報量の設定の変更等に関する情報を入れるように制御を行う。
【０１３０】
　第５実施形態のその他の構成は、上記第２実施形態と同様である。
【０１３１】
　（第５実施形態の効果）
　第５実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
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【０１３２】
　第５実施形態では、上記のように、送信機側制御部５３が、無線受信機３００に直接的
に無線信号を送信する際に、無線信号の送信と併せて、ビタビ符号の情報量およびＬＤＰ
Ｃ符号の情報量に関する情報を送信するように、無線送信機９００を構成する。ここで、
無線受信機３００にルータ等を介して間接的に無線信号を送信する場合、ビタビ符号の情
報量およびＬＤＰＣ符号の情報量に関する情報を無線受信機３００に通知してから、ルー
タ等のアドレス情報を含んだ無線信号の送信を行う。一方で、無線受信機３００にルータ
等を介さず直接的に無線信号を送信する場合、ルータ等のアドレス情報を無線受信機３０
０に送信する必要がない。したがって、無線受信機３００にルータ等を介さず直接的に無
線信号を送信する場合、ルータ等のアドレス情報の代わりにビタビ符号の情報量およびＬ
ＤＰＣ符号の情報量に関する情報を含んだ無線信号を送信することによって、無線受信機
３００にルータ等を介して間接的に無線信号を送信する場合に比べて、無線信号の送信を
すみやかに行うことができる。
【０１３３】
　なお、第５実施形態のその他の効果は、上記第２実施形態と同様である。
【０１３４】
　［変形例］
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更（
変形例）が含まれる。
【０１３５】
　たとえば、上記第１～第５実施形態では、ガードインターバルの情報量を変化させない
例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、ガードインターバルの情報量を変
化させてもよい。
【０１３６】
　また、上記第３実施形態では、ルータを介して、無線受信機５００と無線送信機６００
とが接続されている構成の例を示したが、本発明はこれに限られない。第３実施形態にお
いても、第５実施形態と同様に、無線受信機５００と無線送信機６００とが、ＷｉＦｉ－
Ｄｉｒｅｃｔにより接続されていてもよい。また、第１、および、第４実施形態において
も、ＷｉＦｉ－Ｄｉｒｅｃｔによる接続を適用させてもよい。
【０１３７】
　また、上記第１、および、第４実施形態では、第１の誤り訂正情報がビタビ符号である
とともに、第２の誤り訂正情報がリードソロモン符号である構成の例を示したが、本発明
はこれに限られない。たとえば、第１の誤り訂正情報がＴＣ８ＰＳＫ（Ｔｒｅｌｌｉｓ　
Ｃｏｄｅｄ　８ＰＳＫ）符号であるとともに、第２の誤り訂正情報がリードソロモン符号
であってもよい。
【０１３８】
　また、上記第１、および、第４実施形態では、無線信号がデジタル放送信号である例を
示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、無線信号が無線ＬＡＮ、無線ＭＡＮ（
Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、無線ＰＡＮ（Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、衛星通信、または、移動通信による信号であってもよ
い。
【０１３９】
　また、上記第２、第３、および、第５実施形態では、無線信号が無線ＬＡＮによる信号
である例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、無線信号がデジタル放送、
無線ＭＡＮ、無線ＰＡＮ、衛星通信、または、移動通信による信号であってもよい。
【０１４０】
　また、上記第１実施形態では、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちのいず
れか一方の情報量を増加させるとともに、他方の情報量を減少させる例を示したが、本発



(21) JP 6801318 B2 2020.12.16

10

20

30

40

50

明はこれに限られない。たとえば、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちのい
ずれか一方の情報量を増加させるとともに、他方の情報量を変化させなくてもよい。また
、ビタビ符号、および、リードソロモン符号の各々の情報量を増加させてもよい。また、
ビタビ符号、および、リードソロモン符号の各々の情報量を減少させてもよい。
【０１４１】
　また、上記第４実施形態では、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちのいず
れか一方の情報量を増加させるとともに、他方の情報量を変化させない例を示したが、本
発明ではこれに限られない。たとえば、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうち
のいずれか一方の情報量を増加させるとともに、他方の情報量を減少させてもよい。この
場合、符号化データの情報量が変化しないように制御してもよい。また、ビタビ符号、お
よび、リードソロモン符号の各々の情報量を増加させてもよい。
【０１４２】
　また、上記第１、第２、第４、第５実施形態では、単一の受信機側アンテナ７および単
一の送信機側アンテナ１５が設けられている構成の例を示したが、本発明はこれに限られ
ない。たとえば、第３実施形態と同様に、複数ずつの（たとえば、２本ずつ）のアンテナ
が設けられている構成であってもよい。
【０１４３】
　また、上記第４実施形態では、色彩データの間引きを行う場合と、間引きを行わない場
合とが、交互に繰り返される例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、色彩
データの間引きが行われる場合が２回連続した後に、間引きが行われない場合が２回連続
することを、交互に繰り返してもよい。
【０１４４】
　また、上記第４実施形態では、色彩データの半分を間引く例を示したが、本発明はこれ
に限られない。たとえば、色彩データの１／３を間引いてもよい。
【０１４５】
　また、上記第１～第５実施形態では、無線信号の符号誤り率に基づいて、誤り訂正情報
の情報量の制御を行う構成の例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、無線
信号のＣＮ比に基づいて、誤り訂正情報の情報量の制御を行う構成であってもよい。
【０１４６】
　また、上記第１、および、第４実施形態では、ビタビ符号、または、リードソロモン符
号のうちのいずれか一方の情報量を増加させるとともに、符号誤り率が小さくなる方を選
択する例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、ビタビ符号、または、リー
ドソロモン符号のうちのいずれか一方の情報量を増加させた場合でも、符号誤り率が所定
のしきい値以上であれば、再度、ビタビ符号、または、リードソロモン符号のうちのいず
れか一方の情報量を増加させる制御を行ってもよい。
【０１４７】
　また、上記第３実施形態では、第１受信機側アンテナ１７ａを介して受信機側無線通信
部３１ａに受信された無線信号の符号誤り率、および、第２受信機側アンテナ１７ｂを介
して受信機側無線通信部３１ｂに受信された無線信号の符号誤り率の各々が、所定のしき
い値以上である場合に、誤り訂正情報の情報量の制御を行う構成の例を示したが、本発明
はこれに限られない。たとえば、第１受信機側アンテナ１７ａを介して受信された無線信
号の符号誤り率、または、第２受信機側アンテナ１７ｂを介して受信された無線信号の符
号誤り率のいずれか一方が所定のしきい値以上である場合に、符号誤り率が所定のしきい
値以上である一方の無線信号が、符号誤り率が所定のしきい値よりも小さい他方の無線信
号に変更されるように構成されていてもよい。
【０１４８】
　また、上記第２、および、第３実施形態では、符号化データの制御を行う際に、符号化
データの情報量を変化させない制御を行う例を示したが、本発明はこれに限られない。た
とえば、符号化データの制御を行う際に、符号化データの情報量を変化させてもよい。
【０１４９】
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　また、上記第３実施形態では、無線受信機５００および無線送信機６００の各々が、２
本ずつアンテナを有している例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、無線
受信機５００および無線送信機６００の各々が、３本以上ずつアンテナを有していてもよ
い。
【０１５０】
　また、上記第１～第５実施形態では、説明の便宜上、本発明の制御の処理を処理フロー
に沿って順番に処理を行うフロー駆動型のフローチャートを用いて説明したが、本発明は
これに限られない。本発明では、制御の処理動作を、イベントごとに処理を実行するイベ
ント駆動型（イベントドリブン型）の処理により行ってもよい。この場合、完全なイベン
ト駆動型で行ってもよいし、イベント駆動およびフロー駆動を組み合わせて行ってもよい
。
【符号の説明】
【０１５１】
　１、２１、３１、３１ａ、３１ｂ　受信機側無線通信部（無線受信機の無線通信部）
　５、２５、４５　受信機側制御部（無線受信機の制御部）
　１０、２０、３０、３０ａ、３０ｂ、４０　送信機側無線通信部（無線送信機の無線通
信部）
　１３、２３、３３、５３　送信機側制御部（無線送信機の制御部）
　１７　受信機側アンテナ（無線受信機のアンテナ）
　１７ａ　第１受信機側アンテナ（無線受信機のアンテナ）
　１７ｂ　第２受信機側アンテナ（無線受信機のアンテナ）
　３５　送信機側アンテナ（無線送信機のアンテナ）
　３５ａ　第１送信機側アンテナ（無線送信機のアンテナ）
　３５ｂ　第２送信機側アンテナ（無線送信機のアンテナ）
　１００、３００、５００、７００　無線受信機
　２００、４００、６００、８００、９００　無線送信機
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